
支
那
金
石
學
概
要
石
刻
〔
五
〕

　
　
　

第
三

　

経
典
諸
刻
と
記
事
諸
刻
の
別

　

（
承
前
）

譜
系

　

支
那
は
古
来
宗
法
祀
會
で
あ
っ
て
、
氏
族
門
閥
の
別
は

極
め
て
巌
格
で
あ
る
。
故
に
隋
書
経
籍
志
は
譜
系
を
史
部
に
列

し
、
鄭
樵
の
通
志
は
氏
族
を
二
十
略
の
中
に
加
へ
て
ゐ
る
。

譜
系
の
石
刻
に
見
え
る
者
と
し
て
は
、
唐
の
郭
敬
之
家
廟
碑

（
賃
‰
如
き
、
そ
の
陰
に
敬
之
の
男
九
人
、
孫
十
五
人
、

曾
孫
三
人
を
列
し
、
皆
そ
の
官
位
を
詳
記
し
て
ゐ
る
。
叉
楽
安

琵
‰
（
作
鯖
）
の
如
き
は
な
ほ
一
家
の
男
婦
老
幼
・
ま
で
列

ね
て
ゐ
る
。
宋

一 一

元
以
後
、
譜
系
の
刻
石
は
尤
も
多
く
、
宋
の
（
石

）
ク
莞
莱
蕪
箆
説
圖
金
璽
凡
蛋
世

等
は
、
皆
そ
の
本
系
宗
支
に
亙
つ
て
叙
述
が
詳

　
　
　

備
し
て
ゐ
る
。
元
代
の
寺
院
の
碑
に
は
往
々
に
し
て
碑
陰
に
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

　
　
　

涙
圖
を
刻
し
て
ゐ
る
者
が
み
ら
れ
る
。
古
の
聖
賢
の
譜
系
も
亦

Ｑ
｡

(
Ｐ
)

り

　

刻
石
が
あ
っ
て
、
紹
興
孔
廟
の
宣
聖
世
系
圖
、
部
瓢
孟
廟
の
部

馬

　
　
　
　

衡

　
　
　

著

日
比
野
丈
夫
課
註

　
　
　
　
　
　

⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

國
公
綾
世
系
圖
記
、
災
謳
至
徳
廟
の
泰
伯
世
系
圖
な
ど
は
そ
の

例
で
あ
る
　
０
こ
の
外
な
ほ
祖
父
の
生
卒
年
月
日
を
記
す
も
の
が

あ
ら
が
ヽ
漢
の
三
老
譚
字
忌
日
記
公
認
）

即

如
き
は
ヽ
祠
祀

の
鴬
に
設
け
た
も
ｏ
で
あ
っ
て
、
譜
系
の
湯
で
は
な
い
の
で
あ

る
。

　

此
の
項
に
就
い
て
は
、
葉
昌
熾
の
「
語
石
」
泰
三
譜
系
二
則
參
照
。

　

①
顔
鋸
卿
の
撰
文
並
に
書
。
西
安
に
あ
り
。
「
金
石
草
編
」
俗
九
十

　
　

二
に
見
ゆ
。

　

②
端
方
奮
蔵
。
「
旬
斎
蔵
石
記
」
泰
二
十
九
。

　

④
「
潜
研
堂
金
石
文
敲
尾
綬
」
巻
四
に
錐
す
。
「
復
古
録
」
巻
十
一

　
　

に
は
石
氏
墓
表
と
あ
り
。
山
東
泰
安
職
に
あ
り
。

　

④
莱
蕪
拓
氏
先
徳
碑
銘
の
陰
に
刻
す
。
山
東
莱
蕪
顧
綾
西
北
に
あ
り
。

　
　

「
薦
風
堂
金
石
文
字
目
」
巻
十
六
に
見
ゆ
。

　

④
「
山
右
石
刻
叢
編
」
巻
三
十
七
に
全
文
を
録
す
。
山
西
平
定
職
に

　
　

あ
り
ｏ

　

④
一
々
列
寥
す
る
に
耐
へ
ね
。
こ
ｘ
に
そ
り
一
例
と
し
て
東
方
文
化

　
　

研
究
所
所
蔵
の
拓
本
に
よ
っ
て
河
南
登
封
顔
崇
山
に
あ
る
「
少
林
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りａ

Ｅ

寺
鳳
楸
珪
公
課
師
行
状
之
碑
」
の
陰
に
刻
さ
れ
仁
宗
派
之
圖
を
掲

げ
る
。
（
至
正
九
年
一
３
４
９
)
〔
第
二
十
二
圖
〕
’

①
「
雨
浙
金
石
志
」
巻
十
六
に
元
刻
至
聖
世
系
圖
像
碑
、
「
越
中
金

　

石
記
」
倦
八
に
孔
子
像
井
世
系
岡
と
あ
る
も
の
。
後
者
に
録
文
あ

　

り
。
泰
定
二
年
（
１
３
２
５
)
の
刻
石
。
紹
興
府
學
に
あ
り
。

⑧
「
復
古
録
」
巻
十
八
。
光
緒
「
鄭
聡
絞
志
」
巻
十
。

⑨
宋
雨
浙
回
路
提
鮎
刑
獄
司
公
禄
碑
の
陰
に
刻
す
。
年
月
な
し
。
「
簑

　

宇
訪
碑
録
」
倦
九
、
「
語
石
」
巻
三
碑
陰
の
條
、
民
國

　

「
臭
聡
志
」

　

巻
五
十
九
金
石
考
參
照
。

⑩
成
豊
二
年
徐
姚
の
客
星
山
中
に
出
づ
。
今
杭
州
回
冷
印
祗
の
戴
に

　

婦
す
。
「
衰
字
貞
石
岡
」
及
び
「
廣
倉
古
石
録
」

　

に
縮
影
あ
り
。
こ

　

れ
に
開
し
て
は
、
楊
鐸
の
「
函
青
閣
金
石
記
」
巷
二

　

（
漱
漂
膏
叢

　

書
本
）
、
顧
粛
光
の
「
夢
碧
鯵
石
言
」
巻
一
、
陸
噌
詳
の
［
八
瓊
室

第二十二圖

　

鳳林葬師宗派之圖

金
石
補
正
」
泰
三
、
羅
振
玉
の
「
雪
堂
金
石
文
字

政
尾
」
巻
二
、
方
若
の
「
校
碑
隨
筆
」
（
遜
叢
叢
編

本
）
の
外
、
朱
學
勧
の
「
結
一
廬
謐
文
」
巻
下
、

銭
保
塘
の
「
清
風
室
文
妙
」
俗
十
一
、
梁
啓
超
の

「
飲
冰
室
文
集
」
巻
七
十
七
等
參
照
。
〔
第
二
十
三

圖
〕

地
圖
界
至

　

葉
昌
熾
は
、
唐
の
災
興
圖
経
が
顔

箕
卿
の
書
で
石
柱
に
刻
さ
れ
た
と
い
ふ
理
山
か

ら
、
唐
代
の
圖
経
は
皆
石
に
刻
さ
れ
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　

①

ら
う
と
考
へ
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
地
圖
の
石
刻
の

由
来
は
古
い
わ
け
で
あ
る
。
今
存
す
る
も
の
は
た
'
ｌ
ａ
劉
憧
の
県

昌
七
年
の
掲
蹟
圖
と
華
夷
圖
（
金
の
天
會
十
五
年
に
Ｓ
に
営

第
二
十
Ξ
圖

　

漢
三
老
諦
字
忌
日
記
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jμ

る
）
の
爾
種
の
み
。
畢
況
は
「
載
ス
ル
所
ノ
山
川
多
ク
古
ト
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

　

ス
。
Ｊ
レ
宋
以
前
相
傅
ノ
奮
タ
リ
」
と
い
つ
て
ゐ
る
。
又
宋
の

　
　
　
　
　
　
　

③

。
呂
大
防
の
長
安
志
圖
は
一
度
供
し
て
ま
た
出
土
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
た
こ

こ
‰
万
仁
）
、
這
ｍ
（
驚
き
（
天
１
悩
王
鰹

圖
と
共
に
刻
す
）
が
あ
り
、
桂
林
に
は
修
梓
州
城
圖
（
年
月
な

し
）
が
あ
る
が
、
何
れ
も
南
宋
時
代
の
刻
で
あ
る
。
金
元
時
代

７
・
と
Ｊ
ヽ
絆
』
（
竺
牡
ハ
）
居
゛
Ｌ
（
惣
拡
）
ヽ

覆
中
違
作
（
四
肢
）
ヽ
粛
啓
望
１
０
（
頓
斟
）
ヽ
ｓ

訟
學
田
回
（
劈
続
五
）
、
舌
写
回
心
（
竺
シ
雪
石

第二十四圖

　

唐大明興慶宮岡

の
現
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
石
が
侠
し
て
僅
か
に
拓
本
の
み
存

し
て
ゐ
る
も
の
に
は
、
篠
古
録
所
載
の
唐
洛
京
朝
市
之

ｍ
（
皿

四
　
　
逆
二
年
）
が
あ
る
に
す
ぎ
ぬ
・
も
と
仁
和
の
趙
氏
の
蔵
す
る
所

で
あ
っ
た
が
、
今
な
ほ
存
す
る
や
否
や
を
知
ら
ぬ
。
凡
そ
こ
Ｏ

類
は
或
は
九
州
を
圖
し
、
或
は
郡
邑
を
圖
し
、
或
は
田
地
を
圖

し
、
そ
の
範
園
の
廣
狭
は
一
様
で
な
い
が
、
皆
考
箆
の
賢
料
と

た
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

此
の
項
に
就
い
て
は
「
語
石
」
巻
五
地
圖
一
則
參
照
。

　

①
裁
魯
公
文
集
倦
十
三
に
臭
興
地
記
と
し
て
牧
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
唐

　
　

の
湖
州
境
内
の
山
川
陵
墓
廟
宅
を
記
し
た
も
の
。
こ
の
碑
を
最
初

　
　

に
著
録
し
勁
欧
陽
脩
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
字
は
巳
に
漫
濾
と
し

　
　

て
判
じ
が
た
か
っ
た
が
、
字
槌
よ
り
察
し
て
顔
屑
卿
の
書
と
断
定

　
　

し
た
。
元
来
こ
れ
は
烏
程
の
仔
山
に
あ
っ
む
の
を
、
そ
の
後
煕
寧

　
　

五
年
孫
畳
が
墨
妙
亭
を
起
し
た
時
移
し
て
こ
ｓ
に
保
存
し
た
の
で

　
　

あ
る
が
、
南
宋
以
後
亡
快
し
た
。
唐
の
湖
州
は
五
噺
で
あ
っ
た
が
、

　
　

今
歿
っ
て
ゐ
る
記
の
文
は
烏
程
、
’
長
城
、
安
吉
。
の
三
嘆
に
す
ぎ
ず
、

　
　

恐
ら
く
宋
初
か
ら
已
に
歿
鋏
で
あ
っ
i
j
.
-
^
の
と
思
は
れ
る
。
朱
彝

　
　

尊
は
徳
清
、
武
康
二
懸
の
補
記
を
作
り
、
鄭
元
慶
が
釜
稀
五
巻
を

　
　

も
の
し
た
。
こ
れ
に
附
さ
れ
た
朱
氏
の
「
石
柱
記
艶
禅
序
」
、
張
鑑

　
　

の
「
墨
妙
亭
碑
目
考
」

　

巻
下
之
上
等
參
照
。
葉
昌
熾
は
「
語
石
」
に

　
　
　

初
疑
邑
乗
無
臭
於
石
刻
。
後
槻
唐
哭
興
間
鈴
。
其
先
総
裁
魯
公

　
　
　

所
書
。
刻
於
石
柱
。
始
知
唐
時
間
紺
皆
刻
石
。
而
今
亡
矣
。
此
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Zj２

　
　

碑
林
中
一
大
掌
古
。
両
知
之
者
夥
矣
。

　

と
い
ふ
。

②
こ
の
二
碑
は
現
に
西
安
の
碑
林
に
あ
る
。
こ
れ
に
就
い
て
は
已
に

　

数
多
先
人
の
考
度
が
あ
る
。
銭
大
瞬
「
潜
研
堂
金
石
文
政
尾
績
」

　

巷
五
、
畢
況
「
開
中
金
石
記
」
巻
七
、
武
億
「
授
堂
金
石
文
字
績

　

敲
」
巻
十
一
、
王
昶
「
金
石
梓
編
」
巻
百
五
十
九
、
王
國
維
「
槻

　

堂
集
林
別
集
補
」
、
等
の
外
、
本
誌
三
倦
五
胱
所
載

　

森
鹿
三
氏
編

　

支
那
地
国
史
研
究
論
文
要
目
」
參
照
。
畢
洗
い
は
く
云
々
と
あ
る

　

の
は
開
中
金
石
記
の
文
。
但
し
そ
の
立
石
の
年
次
た
る
阜
昌
七
年

　

は
金
の
天
會
十
五
年
、
宋
の
紹
興
七
年
（
一
二
一
七
）
と
す
る
従
来

　

の
通
況
の
誤
を
指
摘
し
て
、
そ
の
前
年
た
る
一
二
一
六
年
と
断
定

　

し
た
外
山
軍
治
氏
の
新
し
い
考
度
（
満
蒙
史
論
叢
第
一

　
　

三
〇
〇

　

頁
）
に
嫁
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
句
拓
影
は
、
Ｅ
.
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
　
(
Ｂ
.
　
Ｅ
.

　

Ｆ
.
　
Ｅ
　
Ｏ
.
　
１
９
０
３
）
）
・
小
川
博
士
（
支
那
屡
史
地
理
研
究
正
集
）
及

　

び
外
山
氏
の
’
論
文
に
附
載
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

饌
江
に
も
こ
れ
と
殆
ん
ど
同
じ
馬
蹟
岡
碑
の
あ
る
こ
と
が
古
く
か

　

ら
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
は
「
元
符
三
年
正
月
依
長
安
本
刊
、

　

紹
興
十
二
年
十
一
月
十
五
日
左
廸
功
郎
充
銀
江
府
學
敬
授
兪
麓
重

　

校
立
石
」
と
あ
り
、
「
江
蘇
金
石
志
」
巻
十
一
に
は
長
安
本
と
は
劉

　

仮
阜
昌
の
石
刻
な
り
と
し
て
ゐ
る
が
、
元
符
三
年
と
あ
る
こ
と
か

　

ら
す
れ
ば
、
韓
崇
の
「
賓
餓
斉
金
石
文
敲
尾
」
巻
下
（
泌
喜
斉
叢

　

書
本
）
に
い
ふ
如
く
、
必
ず
更
に
古
い
原
刻
が
長
安
に
あ
つ
た
と

　

考
へ
る
方
が
正
し
い
で
あ
ら
う
。

③
呂
大
防
長
安
志
岡
と
は
、
元
豊
三
年
知
永
興
軍
呂
大
防
が
考
度
し

　

て
描
か
し
め
た
唐
の
長
安
の
城
市
宮
殿
圖
で
あ
る
。
そ
の
碑
刻
は

　

京
兆
府
公
署
に
置
か
れ
た
が
、
元
以
後
亡
快
し
去
っ
だ
。
ｆ
こ
に

　

歿
石
敷
十
片
を
存
す
る
と
い
ふ
の
は
べ
語
石
」
巻
五
、
巻
十
に
葉
昌

　

熾
が
自
か
ら
得
た
も
の
を
記
し
て
ゐ
る
の
を
さ
す
。
し
か
し
、
近

　

年
民
國
二
十
三
年
二
月
よ
九
二
月
に
か
け
て
國
立
北
平
研
究
院
史

　

學
研
究
會
が
映
西
考
古
會
と
合
作
調
査
の
際
収
獲
さ
れ
た
も
の
が

　

あ
る
。
一
は
西
安
民
政
廳
で
登
掘
さ
れ
仁
唐
大
明
興
慶
雨
宮
岡
残

　

石
、
二
は
城
内
の
路
傍
で
登
見
さ
れ
た
太
極
宮
及
皇
城
圖
歿
石
で

　

あ
る
。
こ
れ
に
開
し
て
は
い
も
早
く
張
鵬
一
氏
が
「
唐
大
明
興
慶

　

雨
宮
岡
残
石
践
文
」
「
唐
太
極
宮
岡
歿
石
敲
文
」
（
國
立
北
平
研
究

　

院
院
務
彙
報
五
巻
四
期
、
前
者
は
國
風
牛
月
刊
六
巻
五
・
六
合
期

　

に
も
雑
載
さ
る
）
を
登
表
し
、
次
い
で
何
士
魏
氏
が
「
石
刻
恵
太

　

極
宮
竪
府
寺
坊
市
残
闘
大
明
宮
歿
石
興
慶
宮
岡
之
研
究
」
へ
國
立
北

　

１
　
研
究
院
史
學
研
究
會
考
古
専
報
一
巻
一
孤
）
を
著
し
て
、
共
に

　

こ
れ
が
呂
大
防
圖
に
外
な
ら
ぬ
こ
と
を
考
誼
し
た
。
院
務
彙
報
五

　

巻
三
期
及
び
何
氏
の
書
に
拓
影
を
牧
む
。
〔
第
二
十
四
圖
〕

④
碑
は
蘇
州
府
學
に
現
存
す
る
。
年
記
は
な
い
が
、
近
人
王
者
は
南

　

宋
紹
定
二
年
の
刻
た
る
こ
と
を
断
定
し
、
こ
の
闘
に
よ
っ
て
「
宋

　

平
江
城
坊
孜
」
を
撰
し
た
。
こ
れ
は
乾
隆
十
年
及
び
四
十
八
年
に

　

も
幕
刻
さ
れ
、
叉
民
國
六
年
に
は
葉
徳
輝
に
よ
っ
て
重
刻
さ
れ
て

　

ゐ
る
。
葉
氏
の
「
郎
園
山
居
文
録
」
を
下
參
照
。
加
藤
繁
博
士
の

　

論
文
「
末
代
に
於
け
る
都
市
登
建
に
就
い
て
」
（
桑
原
博
士
還
暦
記

　

念
東
洋
史
論
叢
）
に
は
拓
影
が
附
載
さ
れ
て
あ
る
。
（
同
論
文
一
三

　

九
頁
參
照
）

④
蘇
州
孔
子
廟
に
あ
り
。
同
所
に
あ
る
天
文
闘
、
帝
王
紹
運
闘
、
と

　

共
に
淳
腫
七
年
の
刻
石
。
小
川
博
士
「
支
那
歴
史
地
理
研
究
正
集
」
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に
拓
影
を
牧
む
。
「
潜
砺
堂
金
石
文
政
尾
又
績
」
省
五
、
巌
Ｗ
均
「
敵

　

橋
金
石
鼓
」
倦
四
（
聚
學
軒
叢
書
本
）
に
録
す
。

④
謝
啓
昆
の
「
泰
西
金
石
略
」
巻
十
三
や
嘉
慶
「
臨
桂
麻
志
」
巻
二

　

に
録
す
る
が
何
れ
も
城
岡
を
省
略
す
る
。
碑
は
廣
西
臨
桂
聡
賓
華

　

山
に
あ
り
。
年
月
を
訣
く
が
、
略
々
咸
淳
年
間
の
刻
と
認
め
ら
れ

⑦
「
沓
古
録
」
巷
十
六
に
鐸
山
岡
井
記
と
見
９
．
山
東
郵
聡
祁
山
南
麓

　

紀
城
村
王
皇
観
に
あ
り
。
陰
に
玉
皇
槻
記
あ
り
、
大
定
二
十
七
年

　

の
刻
。
又
光
緒
「
部
麻
志
」
巻
十
。

旬
「
饗
古
録
」
省
十
六
に
尼
山
岡
記
歿
石
と
見
ゆ
。
曲
阜
の
碑
院
に
あ

⑨
河
南
登
封
聡
中
嶽
廟
に
あ
り
。
「
授
堂
金
石
三
皺
」
省
二
、
「
八
瓊
室

　

金
石
補
」
正
春
百
二
十
七
に
録
す
。
Ｅ
.
　
Ｇ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
:
　
M
i
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

　

Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ａ
ｅ
ｏ
ｌ
〇
ｇ
ｉ
ｇ
ｕ
ｅ
に
拓
影
を
牧
む
。
(
Ｐ
)
｡
４
２
８
.
　
Ｎ
０
.
９
６
６
)

⑩
北
京
城
内
護
國
寺
千
佛
殿
内
に
あ
り
。
崇
國
寺
聖
旨
碑
の
陰
に
刻

　

す
。
光
緒
「
畿
輔
通
志
」
省
百
三
十
九
は
こ
の
至
元
二
十
一
年
の

　

碑
は
京
畿
金
石
考
に
見
ゆ
る
の
み
で
、
帝
京
景
物
略
に
は
な
い
と

　

い
っ
て
存
在
を
疑
っ
て
ゐ
る
が
、
光
緒
「
順
天
府
志
」
谷
百
二
十

　

九
や
、
「
整
風
堂
金
石
文
字
目
」
省
十
五
に
は
著
録
さ
れ
て
を
り
、

　

劉
敦
禎
の
「
北
平
護
國
寺
残
蹟
」
（
中
國
普
造
學
１
　
彙
刊
六
ノ
ニ
）

　

に
は
寫
曼
と
仝
文
を
牧
め
て
ゐ
る
。

⑨
「
江
蘇
金
石
志
」
『
倦
二
十
二
に
見
ゆ
。
揚
州
路
學
田
記
碑
の
陰
に

　

刻
す
。

⑩
山
東
盆
都
聡
城
北
の
平
昌
寺
に
あ
り
。
段
松
苓
の
「
盆
祁
金
石
記
」

　

倦
四
及
び
「
山
左
金
石
志
」
巻
二
十
四
に
録
す
。
前
者
に
は
地
圖

　
　

４
)
＊
０
９
１
)
て
l
O
る
。

　

⑩
「
麹
古
録
」
巻
十
九
。

　

界
至
と
は
境
界
の
四
至
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
元
和
郡
懸
闘

志
に
は
叉
八
到
と
稲
し
て
ゐ
る
、
其
習
慣
は
漢
以
来
已
に
さ
う

で
あ
つ
て
、
上
述
の
冪
筋
に
し
て
も
東
西
南
北
の
界
が
な
い
も

の
は
た
い
。
た
ミ
ｔ
一
は
比
と
に
い
ひ
、
或
は
邸
と
い
ひ
、
或
は
極
と

い
ひ
、
或
は
至
と
い
ふ
鮎
が
異
る
の
み
で
あ
る
。
漢
の
宋
伯
望
刻

①石
に
記
す
る
所
は
す
べ
て
経
界
の
こ
と
で
あ
る
。
隋
の
始
建
瓢

　
　
　
　
　
　
　

－

　
　
　
　
　

－
－
ｄ

　
　
　
　

ｌ

　
　
　
　

－
－
－
ｄ
ｆ
ｉ
ｊ
ｉ
ｌ
ｌ
ｊ

赳
（
詣
響
宋
２
義
霖
瓢
（
窯
彭
、
・
詣
昔
懸

ｙ
代
諾
京

匹
（
四
肢
）
竺
鴛
晋
記
号
・
唐
這
察

歴
代
地
理
沿
革
志
石

突
馴
器
戸
）

Ｊ
包
は
一
領
の
界
を
記
す
。
唐
の
豊
楽

、
宋
穣
炭
大
弐
心
（
四
謐
）
琴

院
の
界
至
を
記
す
も
の
で
、
程
家
は
こ
れ
を
界
相
と
孵
し
て
ゐ

る
。
し
か
し
い
宋
這
巌
々
四
鉛
（
べ
鰐
）
、
舎
鴻
嘩
常

ｓ
。
し
か
し
、
宋
の
棲
巌
寺
四
至
真
似
焉
金
の
鴻
慶
寺
常

琵
土
四
乱
（
苔
Ｆ
）
、
託
県
兵
舎
四
乱
（
鰍

匹
心
″
）
な
ど
の
如
き
は
叉
界
相
と
い
は
す
し
て
四
至
と
い
つ
て

ゐ
る
。
そ
の
山
を
以
て
界
と
な
す
も
の
に
は
、
唐
の
龍
瑞
宮
山

　
　

⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

界
至
記
（
年
月
な
し
、
賀
知
章
撰
）
、
宋
の
仰
天
山
勅
賜
山
場
四

乱
（
苔
片
舎
警
回
驚
至
‰
［
誕
］
）
、
一
誇
張

志
賢
修
行
記
紗
に
習
れ
九
本
山
四
記
（
四
靉
）
等
ヅ
る
・

蓋
し
、
こ
れ
等
界
至
の
砕
は
山
場
寺
院
に
開
す
る
も
の
が
最
も
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ぷ
い
。

　
　
　
　
　

此
の
項
に
就
い
て
は
「
詣
石
」
巻
三
界
至
四
則
參
照
。

　
　
　
　

①
光
緒
十
九
、
二
十
年
の
間
、
山
東
葛
州
に
出
土
。
方
若
の
「
校
碑

　
　
　
　
　

随
筆
」
に
は
菖
州
浹
安
三
年
刻
石
と
あ
り
、
仝
交
を
録
す
。

　
　
　
　

②
四
川
仁
ぶ
聡
に
あ
り
。
「
蕗
風
堂
金
石
文
字
目
」
泰
二
に
録
す
。
同

　
　
　
　
　

治
「
仁
ぷ
聡
志
」
泰
十
三
に
「
断
碑
始
短
銀
三
大
字
。
旁
志
大
業

　
　
　
　
　

四
年
。
又
北
至
五
十
里
云
々
。
餓
接
。
在
浅
子
場
隠
現
宮
前
土
中

　
　
　
　
　

得
之
。
」
と
い
ふ
。
元
和
郡
聡
志
（
巻
三
十
四
）
に
よ
れ
ば
「
本
漠
武

　
　
　
　
　

陽
聡
地
。
隋
開
皇
十
年
于
今
聡
立
始
建
浅
。
大
業
五
年
改
銀
篤

　
　
　
　
　

聡
。
」
と
あ
る
か
ら
、
大
業
四
年
に
は
米
だ
銀
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ

　
　
　
　

③
「
江
蘇
金
石
志
」
泰
十
七
に
録
文
あ
り
。
光
緒
「
常
昭
合
志
稿
」
巻

　
　
　
　
　

七
に
も
見
ゆ
。

　
　
　
　

④
曲
阜
聡
菖
城
東
門
外
に
あ
り
。
「
山
左
金
石
志
」
泰
二
十
四
に
見
ゆ
。

　
　
　
　

の
「
語
石
」
巻
三
界
至
の
條
に
拓
本
を
自
か
ら
蔵
し
て
ゐ
る
と
あ
る

　
　
　
　
　

外
コ
薦
風
堂
金
石
文
字
目
」
宿
六
に
著
録
さ
れ
て
ゐ
る
が
。
碑
の

　
　
　
　
　

所
在
地
は
不
明
。

　
　
　
　

⑥
浙
江
郵
懸
に
あ
り
。
「
雨
浙
金
石
志
」
巻
五
に
全
文
を
録
す
。
光
緒

　
　
　
　
　

「
邨
聡
志
」
巻
五
十
九
に
よ
れ
ば
聡
の
西
南
布
金
寺
に
あ
り
と
い

　
　
　
　
　

ふ
。

　
　
　
　

⑦
山
西
永
済
嘸
に
あ
り
。
「
山
右
石
刻
叢
編
」
巻
十
一
に
仝
文
を
録
す
。

　
　
　
　
　

「
瑞
古
録
」
巻
十
一
に
も
見
ゆ
。

　
　
　
　

（
剛
「
雄
古
録
」
巻
十
六
。
河
南
源
池
願
に
あ
り
。

　
　
　
　

⑦
満
洲
國
熱
河
建
昌
噺
に
あ
-
ｃ
＼
。
道
光
『
承
徳
府
志
』
巻
十
一
に
月

　

華
山
林
泉
縁
寺
創
建
地
産
四
至
碑
と
い
ひ
全
文
を
録
す
。
光
緒
「
畿

　

輔
通
志
」
巻
百
四
十
二
に
も
見
ゆ
。

⑩
断
江
介
稽
螺
宛
委
山
龍
瑞
宮
後
に
あ
り
。
「
雨
浙
金
石
志
」
谷
二
、

　

「
越
中
金
石
記
」
巻
一
に
全
文
を
録
す
。
已
に
宋
の
輿
地
紀
勝
に
も

　

著
録
さ
れ
て
ゐ
る
。

⑨
卵
天
山
は
山
東
臨
胸
顧
の
南
に
あ
り
。
脊
梁
（
巻
一
）
に
よ
る
に
、

　

「
宋
碑
云
。
元
符
三
年
勅
額
説
渾
廟
。
」
と
あ
る
が
、
光
緒
「
臨
胸

　

聡
志
」
俗
三
上
に
は
斉
梁
に
い
ふ
所
の
宋
碑
は
今
存
せ
す
と
い
ふ
。

　

他
に
著
録
も
な
い
や
う
だ
か
ら
そ
の
存
否
は
不
明
で
あ
る
。

⑩
山
東
長
海
豚
説
倣
寺
に
あ
り
。
「
山
左
金
石
志
」
巻
十
九
、
「
済
南
金

　

石
志
ご

⑩
山
東
臨
陶
願
に
あ
り
。
「
山
左
金
石
志
」
倦
二
十
一
に
見
ゆ
。

　

界
至
を
示
す
石
刻
の
‘
例
と
し
て
は
常
盤
博
十
「
支
那
佛
数
史
蹟
」
第

　

一
輯
（
岡
九
〇
）
に
、
不
鮮
明
で
は
あ
る
が
山
東
長
治
話
説
巌
寺
の

　

田
園
記
の
碑
陰
に
刻
さ
れ
包
界
至
圖
（
金
の
明
昌
六
年
）
の
拓
影
が

　

あ
り
。

題
詠
題
銘

　

凡
そ
著
名
の
祠
宇
や
山
水
の
佳
處
に
は
古
人
の
題

詠
題
名
が
多
く
、
或
は
景
仰
の
情
を
、
或
は
游
歴
の
踪
を
記
述

し
て
ゐ
る
。
唐
宋
以
後
に
於
て
作
者
が
尤
も
多
い
。
そ
の
姓
名

や
事
蹟
に
は
志
乗
の
閥
を
補
ひ
う
る
場
合
が
往
々
に
し
て
あ
る

か
ら
、
若
し
こ
れ
を
整
理
、
集
録
す
れ
ば
、
皆
歴
史
家
に
と
っ

て
考
鐙
の
資
料
と
た
る
の
で
あ
る
。
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第
一
一
十
五
圖

　

俤
道
昭
論
紺
書
詩
・

　
　
　
　

北
魏
の
鄭
道
昭
の
登
雲
峯
迄
讐
詩
（
竹
振
）
、
観
お
島

　
　
　

詩
、
登
太
基
山
詩
、
詠
飛
仙
室
詩
’
み
な
年
月
な
し
）
の
四
種

　
　
　

一
匹
、
詩
篇
刻
石
の
始
心
で
あ
る
。
昔
、
盛
笠
が
所
蔵
し
て
ゐ
た

　
　
　
　
　
　

②

　
　
　

一
残
石
は
、
登
百
峯
山
詩
で
、
碑
側
に
題
名
が
一
行
あ
り
、
た

一
一
一

　

ｒ
官
琥
を
存
す
る
の
み
で
人
名
を
囲
い
て
ゐ
る
が
、
や
は
り
魏

の
刻
で
あ
る
。
北
魏
の
刻
石
は
た
ゞ
こ
れ
だ
け
で
、
他
に
あ
る

を
聞
か
な
い
。
唐
宋
以
後
に
な
る
と
、
詩
人
輩
出
し
名
作
林
の

如
き
有
様
で
、
石
刻
に
見
え
る
も
の
も
亦
往
々
に
し
て
蔚
然
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
｀
＾
Ｉ
ヤ
ー
’

日

　

る

遊大

る
。
軍
篇
零
叶
の
碑
陰
や
圧
壁
に
見
え
る
も
の
に
至
っ
て
は
、

到
底
指
を
屈
す
る
に
た
へ
ぬ
。
宋
以
後
始
め
て
詞
が
盛
行
し
た

か
ら
、
詩
篇
の
外
、
時
に
刻

那

も
あ
る
が
、
著
録
に
見
え
る
も

の
は
僅
か
十
鈴
種
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
　

こ
の
項
に
就
い
て
は
「
語
石
」
巻
四
詩
文
一
則
參
照
。

　

①
宋
の
趙
明
誠
の
「
金
石
録
」
に
巳
に
著
録
あ
り
。
論
経
書
、
槻
海

　
　

島
、
飛
仙
室
の
三
詩
碑
は
山
東
披
朝
雲
峯
山
に
、
太
基
山
仙
壇
詩

　
　

碑
は
被
噺
東
二
十
里
の
太
基
山
に
あ
り
。
飛
仙
室
を
除
く
三
は
「
簑

　
　

宇
貞
石
岡
」
に
縮
影
を
牧
む
。
「
山
。
左
金
石
志
」
巻
九
、
「
八
瓊
室
金

　
　

石
補
正
」
巻
十
四
、
「
校
碑
隨
維
」
。
〔
第
二
十
五
圖
〕
は
論
経
書
詩
。

　

②
「
俑
廬
日
札
」
に

　
　
　

盛
伯
義
祭
酒
（
登
）
戴
詩
五
言
游
雲
峯
山
石
刻
。
己
損
下
牛
。
年

　
　
　

代
書
撰
人
名
。
己
不
可
見
。
而
字
建
鴉
健
婉
麗
。
篤
六
朝
人
書

　
　
　

之
冠
。
祭
酒
身
後
。
所
蔵
付
完
好
。
但
都
城
庚
子
之
胤
。
此
石

　
　
　

不
知
如
何
也
。

　
　

と
あ
る
も
の
に
あ
た
る
か
。
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が

　

③
随
西
富
９
　
鯖
に
あ
り
、
「
金
石
翠
編
」
宿
六
十
一
。
「
宸
宇
貞
石
岡
」

　
　

に
縮
影
を
牧
む
。

　

④
河
南
登
封
麻
石
洙
山
に
あ
り
。
「
を
石
翠
編
」
巻
六
十
四
、
「
平
津
蹟

　
　

碑
記
」
巻
五
等
の
外
、
「
義
門
先
生
集
」
宿
八
、
「
全
山
文
集
」
谷

　
　

十
四
等
參
照
。
「
褒
宇
貞
石
岡
」
に
縮
影
を
収
む
。

　

⑤
西
安
に
あ
り
っ
「
金
石
翠
編
」
倦
百
三
十
三
。

　

④
防
西
麟
遊
脂
に
あ
り
。
「
金
石
草
編
」
巻
百
三
十
五
。

　

①
詣
古
録
の
み
に
就
い
で
検
す
る
と
宋
代
の
詞
刻
凡
そ
八
。
「
語
石
」

　
　

に
は
巴
州
に
あ
る
水
調
頭
詞
を
書
の
至
佳
な
る
も
の
と
し
、
こ
れ

　
　

に
次
い
で
、
唐
括
夫
人
の
満
庭
芳
詞
と
、
米
苛
の
書
せ
る
淮
海
踏

　
　

萍
行
と
を
上
げ
、
共
詞
其
害
皆
研
妙
と
稀
し
て
ゐ
る
。

　

題
名
は
東
涜
に
始
ま
る
、
孝
堂
山
の
石
室
に
は
「
平
原
渦
陰

郡
善
君
、
以
永
建
四
年
四
月
廿
四
日
来
過
此
堂
、
叩
頭
謝
賢
明
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

と
い
ふ
郡
善
君
の
題
名
が
あ
る
。
韓
勅
造
孔
廟
魂
器
碑
の
碑
陰

に
は
項
伯
脩
の
題
名
が
あ
っ
て
「
熹
平
三
年
、
左
馮
翔
池
陽
項

伯
脩

５
　

と
あ
る
。
何
れ
も
親
し
く
そ
の
地
を
履
ん
で
自
か
ら

そ
の
姓
名
を
題
し
た
も
の
で
あ
る
。
孝
山
堂
石
室
の
題
名
は
、

孫
録
に
よ
れ
ば
、
漢
よ
り
唐
初
に
至
る
ま
で
凡
そ
十
除
則
も
あ

っ
て
、
題
名
の
一
處
に
集
ま
り
、
叉
最
も
早
い
も
の
と
し
て
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

れ
に
す
ぎ
る
も
の
は
な
い
。
唐
代
に
は
題
名
の
習
慣
は
北
朝
に

比
べ
て
一
珊
盛
と
な
り
、
宋
元
に
至
っ
て
最
も
多
い
。
今
南
北

の
諸
省
、
山
撒
水
涯
、
到
る
所
こ
れ
な
き
は
な
い
が
、
特
に
桂

林
の
諸
山
に
は
最
も
多
い
。
方
志
及
び
金
石
目
録
等
の
書
に
著

録
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
そ
の
極
く
一
部
分
に
す
ぎ
ぬ
。
こ
の
種
游

客
題
名
の
外
に
、
な
ほ
二
種
の
題
名
が
あ
っ
て
、
何
れ
も
考
揆

に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
は
官
吏
の
題
名
で
、
御
史
毫

誓
愉
（
砧
谷
ヽ
響
が
‰
（
敦
匹
）
ヽ
々
宍

墨
題
名
（
唐
の
大
和
よ
り
會
昌
に
至
る
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

一
は
科
畢
の
題
名
で
、
紹
興
１
　
（
宋
の
大
中
祚
符
よ
り
或
淳
に

昌
凡
重
二
碑
）
、
‰
（
頌
辞
）
、
温
即
驚
作
ニ
）
、
長

　

⑩

　
　
　
　
　
　
　

．
ノ
ぎ
．
．
．
、

　
　
　

ｊ
ｉ
．
、

安
額
（
脊
の
県
昌
よ
り
金
の
掴
定
に
至
る
）
大
興
額
面
（
元
よ
り

清
に
至
る
）

る
）
、
歴
城

　

の
進
士
題
名
、
災
皿
（
宋
の
紹
興
よ
り
賓
砧
に
至

⑩餌
（
凡
そ
二
時
、
一
は
元
の
至
正
十
年
、
一
は
二
十

二
年
）
の
郷
試
題
名
等
が
こ
れ
に
富
る
。
秦
の
扉
御
蚕
刻
石
、

唐
紀
黍
山
銘
等
の
従
臣
の
題
名
や
、
漢
以
後
の
立
碑
造
像
の
出

銭
人
題
名
の
如
き
に
至
っ
て
も
、
又
そ
の
一
例
で
あ
』
る
。

　
　

こ
の
項
に
就
い
て
は
「
語
石
」
空
五
題
名
八
則
參
照
。

　

印
孝
堂
山
の
石
室
は
山
東
肥
械
噺
に
あ
り
。
郭
巨
石
室
と
将
せ
ら
れ

　
　

て
有
名
。
「
金
石
華
編
」
巻
七
參
照
。
ヽ
水
建
四
年
の
題
名
は
査
象

　
　

石
の
第
六
幅
に
あ
り
。
関
野
貞
「
支
那
山
東
に
於
け
る
漢
代
墳
墓

　
　

の
表
飾
」
附
岡
P
I
.
　
1
5
第
十
九
圖
、
Ｅ
.
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
:

　
　
M
i
ｓ
ｓ
i
ｏ
ｎ
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Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ａ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｇ
ｕ
ｅ
　
　
　
　
　
(
P
I
.
　
２
９
　
　
Ｎ
ｏ
.
　
5
1
)
｡
　
　
　
Ｌ
ａ
　
Ｓ
ｃ
ｒ
ｕ
ｐ
t
ｕ
ｒ
ｅ
　
ｓ
ｕ
ｒ

　

ｐ
ｉ
ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
　
ｅ
ｎ
　
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ａ
ｕ
　
t
ｅ
ｍ
ｐ
ｓ
　
ｄ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｕ
ｘ
　
ｄ
ｙ
ｎ
ａ
ｓ
ｔ
i
e
ｓ
　
Ｈ
ａ
ｎ
　
(
P
I
.

　

４
Ｉ
・
）
に
縮
影
あ
り
。
「
褐
笑
斎
金
石
文
孜
」
第
二
集
泰
一
に
は
こ
の

　

題
名
の
事
を
の
べ
、
記
録
上
で
は
韓
非
子
外
儲
誕
に
見
え
る
記
事

　

が
游
覚
題
名
の
最
古
の
も
の
と
い
っ
て
ゐ
る
。

②
碑
は
永
壽
二
年
の
刻
Ｊ
曲
阜
螺
孔
子
廟
同
文
門
に
あ
り
。
「
金
石
華

　

編
」
倦
九
參
照
。
こ
の
十
三
字
の
題
名
は
翁
方
綱
が
始
め
て
注
意

　

し
た
も
の
と
み
え
、
そ
の
「
雨
漠
金
石
記
」
宿
六
に
顧
苓
所
蔵
の

　

蒼
拓
本
に
よ
っ
て
審
定
し
始
め
て
得
だ
所
で
従
来
著
録
さ
れ
な
か

　

っ
た
も
の
だ
と
い
ふ
。
碑
の
縮
影
は
「
金
石
岡
」
や
「
褒
宇
貞
石

　

圖
」
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
題
名
は
見
え
ぬ
。
東
方
文
化
研
究
所

　

所
蔵
の
拓
本
に
よ
っ
て
も
讃
め
な
い
か
ら
、
蒼
拓
本
に
よ
ら
ね
ば

　

な
る
ま
い
。

④
孫
録
印
ち
［
簑
字
訪
碑
保
］
を
く
る
と
、
上
の
永
建
四
年
以
後
、

　

唐
の
先
天
二
年
に
至
る
ま
で
凡
そ
十
二
則
を
敷
へ
う
る
。

の
西
安
に
あ
り
。
題
名
は
碑
陰
及
び
両
側
に
刻
す
。
「
金
石
草
編
」
宿

　

七
十
四
、
「
平
津
蹟
碑
記
」
泰
五
等
。

⑤
西
安
に
あ
り
。
「
金
石
葦
編
１
　
巷
百
十
五
（
宿
百
十
六
は
郎
官
石
柱

　

題
名
考
）
、
「
平
津
譲
碑
記
」
巻
八
等
の
外
、
翁
方
綱
「
復
初
斎
文

　

集
」
泰
二
十
三
、
「
同
外
文
」
巻
三
、
葉
昌
熾
「
奇
肌
康
文
集
」
倦

　

中
、
銀
茎
孫
［
薦
風
堂
文
漫
存
］
倦
五
等
參
照
。

④
江
蘇
淮
安
麻
に
あ
り
。
太
和
三
年
よ
り
會
昌
三
年
に
至
る
十
五
年

　

間
の
題
名
。
朱
士
端
の
「
宜
祗
堂
牧
蔵
金
石
記
」
泰
五
に
、
哭
玉

　

得
の
「
山
陽
志
者
」
（
泰
三
）
に
不
完
全
な
が
ら
著
録
の
４
　
る
外
、

　

従
来
の
金
石
録
に
見
え
な
か
っ
た
も
の
と
い
ひ
、
全
文
を
録
し
詳

　

細
な
考
澄
を
加
へ
て
ゐ
る
。
肯
、
盛
大
士
の
「
菖
懐
闇
文
集
」
巻

　

七
參
看
。

⑦
三
碑
あ
り
。
‘
「
雨
浙
金
石
志
」
泰
十
、
「
越
中
金
石
記
」
泰
四
。

　

一
は
慶
元
二
年
王
介
が
淳
煕
十
六
年
の
奮
刻
を
重
修
し
た
も
の
。

　
　

内
容
は
大
中
祚
符
元
年
よ
り
政
和
五
年
に
至
る
。

　

二
は
慶
元
二
年
に
立
つ
。
内
容
は
政
和
八
年
よ
り
紹
定
四
年
に
至

　
　

る
。
慶
元
二
年
以
後
の
分
は
立
碑
後
の
綾
刻
。

　

三
は
紹
定
五
年
の
立
碑
。
内
容
は
紹
定
五
年
以
後
成
淳
十
年
に
至

⑧
「
潜
研
堂
金
石
文
践
尾
綾
」
泰
五
、
趙
紹
阻
「
安
徽
金
石
略
」
ｙ

⑤
許
陽
話
登
科
題
名
碑
と
揖
す
。
崔
中
溶
「
古
泉
山
館
金
石
文
編
残

　

稿
」
巻
四
、
「
八
瓊
室
金
石
補
正
」
巻
百
二
十
に
見
ゆ
。
元
の
至
正

　

年
間
の
績
刻
な
り
と
い
は
れ
る
。

⑩
阜
昌
六
年
よ
り
興
定
二
年
に
至
る
。
「
金
石
葦
編
」
巻
百
五
十
八
。

○
北
京
國
子
監
に
あ
り
。
ご
冗
の
至
正
十
一
年
以
後
元
碑
三
、
明
碑
七

　

十
七
、
溝
碑
百
十
八
。
光
緒
三
十
年
ま
で
あ
ヽ
り
。
苑
謄
端
「
國
子

　

監
碑
目
」
（
圖
書
館
學
季
刊
第
五
倦
、
三
、
四
合
期
）
に
よ
る
。

⑩
笑
郡
郷
畢
題
名
碑
と
い
ふ
。
紹
興
十
年
（
但
し
年
読
の
隋
み
う
る

　

の
は
十
七
年
よ
り
）
よ
り
賓
結
六
年
に
至
る
。
「
滸
研
堂
金
石
文
政

　

尾
又
績
」
巻
五
、
「
江
蘇
金
石
志
」
泰
十
一
。
別
に
「
江
蘇
金
石
志
」

　

泰
八
に
ば
、
端
挑
元
年
よ
り
紹
興
十
五
年
ま
で
を
刻
し
だ
笑
郡
郷

　

畢
題
名
碑
が
あ
る
。
民
國
「
笑
話
志
」
泰
五
十
九
に
も
見
え
る
。

⑩
共
に
乾
隆
「
歴
城
話
志
」
泰
二
十
四
、
「
済
南
令
石
志
」
巷
二
に
山

　

東
郷
試
題
名
碑
と
し
て
全
文
を
録
す
。
「
山
左
金
石
志
」
泰
二
十
四

　

に
は
十
年
の
方
の
み
を
錐
す
。
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